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引き続き検討する
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町
長
裁
定

実施する

裁
定
結
果

　主管課の検討どおりとします。
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財源内訳
（千円）
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　主管課の検討どおりとします。
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（千円）
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一般財源

主
管
課
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求
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検
討
結
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　鳥獣被害については、従前から広域的な侵入防止柵の整備、捕獲従事者を確保するため狩猟免
許取得・登録に要する経費を助成する等の対策を講じており、平成27年度から3年間で、新たに22
名の狩猟免許取得者を確保しております。今後も国・県補助事業を活用しながら、引き続き現在の
対策に取り組みますので、現時点ではドローン等による空撮を実施する予定はありません。

事業費 0千円

実施しない

財源内訳
（千円）

電話番号 0857-73-1562

内
　
容

現在はヘリ等で航空写真にて観察や撮影をしているが、撮影頻度をさらに増やし鳥獣対策や、動画活用の観光PRを効率的に行い、住みよく・賑わいのある岩美町に寄与する
活動を推進する。観光PR動画は道の駅でも放映する。
将来的にはドローンを購入し積極的活用することが卓効と考えるが、現状の使用頻度を観るにアウトソーシングの方が費用対効果大と聞いている。当面は現状のヘリ等による
空撮の頻度を高め課題解決の拡充を図る。

件
　
名

空撮を活用し課題解決の拡
充を図る

目
　
的

近年の鳥獣の被害対策や岩美町の観光PRは、岩美町活性化の意味において重要なキーワードの
一つとなる。
そこで、これまで観えなかった実態や景観を、積極的に空撮（ヘリ、ドローン等）で観ることで、鳥獣被
害の新たな対策や観光地の景観発見を行う。
そのことにより、他の市町村と課題解決の差別化ができ、岩美町活性化に寄与する。
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